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◆主な記事◆
◎アスベスト対策を推進

　しています ………………………… １面

◎すぎなみコミュニティ

　カレッジ …………………………… ８面

区
の
相
談
窓
口

◇
建
築
物
か
ら
の
ア
ス
ベ
ス

ト
の
除
去
・
飛
散
防
止
に
関

す
る
こ
と
、
環
境
確
保
条
例

に
よ
る
届
出
＝
環
境
課
公
害

対
策
係

◇
健
康
に
関
す
る
こ
と
＝
杉

並
保
健
所
保
健
予
防
課
�
３

３
９
１
‐
１
０
２
５

保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
�
３

３
９
１
‐
０
０
１
５
、
高
井

戸
�
３
３
３
４
‐
４
３
０
４
、

高
円
寺
�
３
３
１
１
‐
０
１

１
６
、上
井
草
�
３
３
９
４
‐

１
２
１
２
、
和
泉
�
３
３
１

３
‐
９
３
３
１
）

そ
の
他
の
窓
口

◇
大
気
汚
染
防
止
法
に
よ
る

届
出
＝
東
京
都
環
境
局
大
気

保
全
課
�
５
３
２
１
‐
１
１

１
１
（
代
表
）

◇
労
働
安
全
衛
生
法
・
石
綿

予
防
規
則
に
よ
る
届
出
＝
新

宿
労
働
基
準
監
督
署
�
３
３

６
１
‐
３
９
７
４

◇
事
業
者
の
方
か
ら
の
石
綿

ば
く
露
防
止
対
策
に
関
す
る

相
談
＝
労
働
衛
生
調
査
分
析

セ
ン
タ
ー
�
３
４
５
２
‐
３

０
６
８

◇
事
業
者
の
方
か
ら
の
建
築

物
の
解
体
作
業
な
ど
に
お
け

る
石
綿
ば
く
露
防
止
対
策
に

関
す
る
相
談
＝
建
設
業
労
働

災
害
防
止
協
会
�
３
４
５
３

‐
８
２
０
１

◇
石
綿
ば
く
露
歴
の
あ
る

方
、
そ
の
家
族
の
方
、
開
業

医
な
ど
か
ら
の
診
断
・
治
療
・

健
康
診
断
に
関
す
る
相
談
＝

東
京
労
災
病
院
�
３
７
４
２

‐
７
３
０
１

◇
産
業
保
健
関
係
者
、
石
綿

に
よ
る
健
康
被
害
を
受
け
た

労
働
者
と
そ
の
家
族
の
方
か

ら
の
相
談
＝
産
業
保
健
推
進

セ
ン
タ
ー
�
３
５
１
９
‐
２

１
１
０

骨
の
建
築
物
で
、
吹
き
付
け
材

が
露
出
し
て
い
る
延
べ
面
積
が

一
〇
〇
〇
�
以
上
の
も
の
で

す
。

　

８
月
下
旬
か
ら
所
有
者
の
方

な
ど
に
調
査
票
を
お
送
り
し
ま

す
。

　
 

建
築
課
監
察
・
防
災
係

 　

建
築
物
や
健
康
に
関
す
る
相

談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
（
下

記
参
照
）。７
月
末
ま
で
に
一
〇

〇
件
を
超
え
る
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

 　

建
物
の
解
体
や
改
修
を
す
る

場
合
は
、
所
有
者
が
建
物
に
吹

き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
や
ア
ス
ベ

ス
ト
含
有
材
が
使
用
さ
れ
て
い

る
か
を
確
認
し
、
そ
の
こ
と
を

工
事
業
者
に
伝
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

建
築
年
次
や
建
築
図
面
な
ど

に
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
そ

れ
で
も
不
明
の
場
合
は
、
吹
き

付
け
材
を
分
析
す
る
専
門
の
調

査
会
社
に
調
査
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

問区
民
の
相
談
窓
口
の

設
置

建
物
所
有
者
の
方
へ

含
有
を
完
全
に
否
定
で
き
な
い

吹
き
付
け
材
が
明
ら
か
に
な
っ

た
場
合
は
調
査
を
行
い
、
適
切

に
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
安
全
を
よ
り

確
実
に
確
保
す
る
た
め
に
、
調

査
範
囲
を
平
成
８
年
度
ま
で
の

施
設
に
拡
大
し
て
、
調
査
を
行

い
ま
す
。

�
改
修
お
よ
び
解
体
工
事
へ
の

対
応

　

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
以
外

に
も
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
は

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
改
修
や
解
体
時
な

ど
に
破
損
し
、
飛
散
し
な
い
限

り
は
健
康
へ
の
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

区
が
施
設
の
改
修
・
解
体
工

事
を
行
う
時
は
、
事
前
に
成
分

分
析
調
査
な
ど
の
詳
細
調
査
を

行
い
、
法
令
に
基
づ
い
た
適
切

な
処
理
を
行
い
ま
す
。

　
 

営
繕
課

 　

一
定
規
模
以
上
の
民
間
建
築

物
に
つ
い
て
も
、
ア
ス
ベ
ス
ト

の
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

　

対
象
は
、
昭
和　

年
か
ら
平

３１

成
元
年
ま
で
に
建
築
さ
れ
た
鉄

問民
間
建
築
物
の
ア
ス
ベ

ス
ト
調
査
に
ご
協
力
を

 
�
区
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

　

区
で
は
、
昭
和　

年
度
文
部

６２

省
調
査
の
ほ
か
、
平
成　

年
度

１４

に
昭
和　

年
以
前
の
建
築
物

５５

（
一
般
施
設
一
〇
一
カ
所
）
を

対
象
に
、
ま
た
、
平
成　

年
度

１６

に
は
昭
和　

年
以
前
の
建
築
物

６３

（
学
校
施
設
六
三
カ
所
・
一
般

施
設
六
一
カ
所
）
を
対
象
に
、

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
お
よ
び

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
吹
き
付
け
材

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
に
基
づ
き
、
ア
ス
ベ
ス
ト

が
含
ま
れ
て
い
た
吹
き
付
け
材

は
、
す
で
に
除
去
な
ど
の
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
区
施
設
の
安
全
を
再
確
認
中

　

現
在
、
施
設
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
再
確
認
中
で
す

が
、
今
後
も
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の

区
施
設
の 

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

 　

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
に
は

事
前
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど

が
使
わ
れ
て
い
る
建
物
の
解
体

や
改
修
を
行
う
場
合
は
、
大
気

汚
染
防
止
法
、
東
京
都
環
境
確

保
条
例
、
石
綿
障
害
予
防
規
則

な
ど
に
よ
り
、
届
出
義
務
や
取

り
扱
い
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。

 　

�
日
本
作
業
環
境
測
定
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
://

工
事
業
者
の
方
へ

分
析
機
関
に
つ
い
て

HP

w
w
w
.ja
w
e
.o
r.jp
/

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。検
査
は
有
料
で
す
。

 　

杉
並
保
健
所
ま
た
は
各
保
健

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

（
右
記
参
照
）。

 　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
や
除
去

を
理
由
に
改
築
や
改
修
を
勧
め

る
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

健
康
に
不
安
が
あ
る

方
へ

詐
欺
に 

ご
注
意
く
だ
さ
い

区
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を

推
進
し
て
い
ま
す

推
進
し
て
い
ま
す

―
問
い
合
わ
せ
先
―

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
は
、
天
然
の
鉱
物
繊
維
で
、
耐
熱
性
、
耐
薬
品
性
な
ど
に

優
れ
て
い
る
た
め
、
建
設
資
材
、
電
気
製
品
、
自
動
車
、
家
庭
用
品
な
ど
、
身
の

回
り
の
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
、
空
気
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
入
す
る
こ
と
で
、
石
綿
肺
、
肺
が

ん
、
悪
性 
中  
皮  
腫 
な
ど
を
発
症
す
る
健
康
被
害
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

ち
ゅ
う 

ひ 

し
ゅ

ま
す
。

区
で
は
他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議
を
７
月
に
立
ち
上

げ
、
区
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

▲

区
施
設
の
安
全
を
再
確
認
中
で
す
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〈主なご意見と区の考え方〉
区の考え方意見の概要意見の分類

消防活動などを考えた場合、駐車車両などの障害があっても緊急車両
が無理なく通行できるためには、６ｍ以上の幅でおおむね２５０ｍ間隔の
道路網が、消防水利などを考慮して必要と考えています。

なぜ２５０ｍ間隔に幅員６ｍ以上の
道路を整備するのかの根拠が不明
確なため、道路の必要性がよく分
からない。

６ｍ以上の
道路整備に
ついて

道路づくりには様々な課題があります。例えば、通学路としての歩行
者の安全性をどのように高めたら良いのか、また、バス路線としての
機能の確保と同時に、利用者や歩行者の安全は確保できるのかなどで
す。
具体的に地区計画を考えていく際には、このような課題をどのように
改善できるのか、地域ごとの必要に応じて、地域の皆さんと協議しな
がら合意形成を図っていきます。

バスなど車を通行させる道路は広
げなければならないが、人が安心
して歩くことができる道路とは別
にあって良いのではないか。
６ｍ以上の道路の選定において、
通学路を指定しているのには賛成
できない。地域住民との意見交換・
合意形成が必要だろう。

道路の幅員を広げると、一定期間の一路線だけを取り上げて比較した
場合は、交通量が増加するかもしれません。しかし、道路には、地域
と地域をつなぐ主要な広い道路と身近な生活上で使う少し狭い道路の
ように、道路の役割とそれに応じた道路幅があります。需要が多い道
路であるのに、狭く曲がっているため通行に危険な場合は、改善を検
討する必要があると考えています。

自宅前の道路を広げることについ
ては、緊急車両が通行できなかっ
たことはないと記憶している。幅
員を広げることによって、格段に
交通量が増えるのではないか。

幅が広い見通しの良い道路では、車両が安全に走行できます。今後、
具体的な地区計画策定の際には、歩行者や車両が安全に利用できる道
路の作り方も含めて検討していきます。

現在でも生活道路や通学路を認識
していない車両が、危険な速度で
通っている。これを助長するよう
な案には疑問が残る。

道路の作り
方について

地域の大部分を占める第一種低層住居専用地域については、基本的に
はゆとりある低層住宅地を保全することをめざしていますが、東京都
のマスタープランや「杉並区まちづくり基本方針」に基づき、地域の
特性に応じた土地利用の方針を検討していきます。

低層地域の規制を緩和して中高層
建物を建築可能とするのなら、賛
成できない。

土地利用に
ついて

公平・公正なまちづくりに取り組みます。
ただし、約４７０ｈ ａと広い区域が対象となっていますので、まず、地区
計画に移行しやすい整備手法変更エリアの中で、地域の皆さんのまち
づくりに取り組む気運の高い地区において、モデル的に地区計画の策
定に取り組んでいきます。

地域に偏重しないよう、公平・公
正なまちづくりを行ってほしい。

まちづくり
の進め方に
ついて

総
合
震
災
訓
練

　

９
月
４
日
�
に
、区
立
小
・

中
学
校
全
六
七
校
で
、
震
災

救
援
所
の
一
斉
立
ち
上
げ
訓

練
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、「
広
報
す

ぎ
な
み
」
９
月
１
日
号
に
掲

載
し
ま
す
。

　
 

防
災
課
地
域
防
災
係

問

杉並南部土地区画整理事業施行区域の市街地整備方針を策定しました

――問い合わせは、まちづくり推進課地区計画係へ。
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区
は
、
杉
並
南
部
土
地
区
画

整
理
事
業
施
行
区
域
の
市
街
地

整
備
方
針
（
素
案
）
を
公
表
し
、

「
広
報
す
ぎ
な
み
」
１
月　

日
１１

号
で
区
民
等
の
意
見
提
出
手
続

き
に
基
づ
き
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
三
一
件
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な

ご
意
見
の
概
要
と
区
の
考
え
方

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

ご
意
見
は
、
道
路
の
拡
幅
整

備
や
住
民
の
合
意
形
成
の
進
め

方
な
ど
に
関
す
る
こ
と
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
素
案
の

抜
本
的
な
変
更
を
要
す
る
も
の

は
な
く
、
市
街
地
整
備
方
針
を

定
め
ま
し
た
。

　

区
は
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き

「
杉
並
南
部
土
地
区
画
整
理
事

業
施
行
区
域
」
の
中
で
、
整
備

の
手
法
変
更
が
可
能
な
地
域

で
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
賛
同
が

得
ら
れ
る
地
区
に
つ
い
て
「
区

画
整
理
」
に
替
え
て
「
地
区
計

画
」
を
導
入
し
、
良
好
な
市
街

地
の
形
成
を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
取
り
組
み
の
気
運
が
高
い
地

域
で
、
住
民
懇
談
会
な
ど
を
開

催
し
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
へ
市

街
地
整
備
方
針
を
ご
説
明
し
、

ま
ち
の
将
来
像
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
懇
談
会
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
チ
ラ
シ
を
配
布

す
る
な
ど
し
て
、
あ
ら
た
め
て

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

����������
����������
����������

�
�
�
����������
����������
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

区
役
所
や
区
立
小
・
中
学
校
な
ど
で
、
防
災
に
関
す
る
総
合
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
自
宅
の
耐
震
や
ま
ち
の
防
災
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

耐
震
普
及
セ
ミ
ナ
ー 

―
震
災
に
あ
っ
て
も
生
き

残
る
た
め
に

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
合
っ
た

耐
震
対
策
を
考
え
ま
す
。

　
 

９
月
３
日
�
午
後
２
時

時

〜
４
時 

産
業
商
工
会
館

（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

）
１９

 

早
稲
田
大
学
教
授
・
村
上

處
直
ほ
か 

四
〇
名
程
度 

五
〇
〇
円
（
資
料
代
） 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

建
築
課

監
察
・
防
災
係

場

師

定

費
申

問

福
岡
県
西
方
沖
地
震 

報
告
会

　

福
岡
県
西
方
沖
地
震
の
被

災
状
況
を
現
地
調
査
し
た
�

日
本
建
築
家
協
会
・
吉
田
晃

さ
ん
が
報
告
し
ま
す
。

　
 

・ 

９
月
１
日
�
午
後

２
時
〜
４
時
＝
区
役
所
中
棟

二
階
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
３

日
�
午
後
１
時
〜
２
時
＝
産

業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３

―
２
―　

） 

各
四
〇
名
程

１９

度 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 時

場

定

費

申

模
型
を
用
い
た
耐
震
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　

建
物
の
実
物
大
に
近
い
、

幅
二
ｍ
×
長
さ
三
ｍ
×
高
さ

二
ｍ
ほ
ど
の
軸
組
模
型
を
振

動
さ
せ
、
そ
の
測
定
値
か
ら

補
強
の
効
果
な
ど
を
実
感
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
 

９
月
２
日
�
午
後
２
時

〜
４
時 

区
役
所
中
棟
二
階

区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

四
〇
名

程
度

☆

　
 

建
築
課
監
察
・
防
災
係

時

場

定

問

住
ま
い
の
修
繕
・
増
改

築
無
料
相
談

　

高
齢
者
の
方
の
た
め
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
工
事
、
自
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な
ど
、
住

ま
い
の
修
繕
・
増
改
築
相
談

を
区
内
建
設
業
者
が
行
い
ま

す
。

　
 

９
月
１
日
�
・
２
日
�

午
後
１
時
〜
４
時 

区
役
所

一
階
ロ
ビ
ー 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

住
宅
課

住
宅
施
策
推
進
係

時

場

費

申

問

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
や
耐
震
改
修
を
強
く
勧

め
る
業
者
が
い
ま
す
が
、
区

と
は
一
切
関
係
が
あ
り
ま
せ

ん
。
不
審
に
思
っ
た
ら
早
め

に
区
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
 

建
築
課
監
察
・
防
災
係

問

建
築
・
耐
震
無
料
相
談

　

地
震
に
よ
る
建
物
の
倒
壊

な
ど
を
心
配
さ
れ
て
い
る
方

の
相
談
に
耐
震
診
断
の
専
門

家
が
応
じ
ま
す
。
構
造
、
用

途
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
ほ
か
、
建
築
に
関
す

る
こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断 

士
の
無
料
派
遣
の
申 

し
込
み

　

昭
和　

年
５
月
以
前
に
建

５６

て
ら
れ
た
延
べ
面
積
が
二
〇

〇
�
以
内
の
木
造
建
築
物
を

対
象
に
、
区
長
が
認
定
し
た

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
を
無

料
派
遣
し
て
い
ま
す
。

建
築
防
災
パ
ネ
ル
の 

展
示

　

３
月
に
起
き
た
福
岡
県
西

方
沖
地
震
の
写
真
や
新
潟
県

中
越
地
震
に
お
け
る
被
災
・

救
援
の
様
子
を
お
さ
め
た
写

真
を
展
示
す
る
ほ
か
、最
近
、

問
題
と
な
っ
て
い
る
悪
質
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
の
例
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。

ビ
デ
オ
上
映

　
「
地
震
の
歴
史
」
や
「
東
京

大
震
災
」
な
ど
の
地
震
に
関

す
る
ビ
デ
オ
を
常
時
上
映
し

ま
す
。

耐
震
補
強
金
物
の
展
示

　

耐
震
補
強
で
使
う
実
物
の

金
物
を
展
示
し
ま
す
。

☆

　
 

９
月
１
日
�
・
２
日
�

午
前　

時
〜
午
後
４
時 

区

１０

役
所
一
階
ロ
ビ
ー
（
建
築
防

災
パ
ネ
ル
の
展
示
・
ビ
デ
オ

上
映
は
中
棟
二
階
区
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
も
行
い
ま
す
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

建
築
課
監
察
・
防
災
係

時

場
費

申

問
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ご意見ありがとうございました　●
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●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢も記入

〈郵便ハガキ〉

�行事名

�住所

�氏名（フリガナ）

�年齢

�電話番号

（原則１人１枚）

入

例

記

工
藤
裕
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ

タ
ル
「
シ
ョ
パ
ン 
三  
昧 
」

ざ
ん 
ま
い

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
開

１０

１６

演 

Ｓ
Ｋ
ホ
ー
ル
（
梅
里
１
―

７
―
７
新
高
円
寺
ツ
イ
ン
ビ
ル

二
階
） 

出
演
＝
工
藤
裕
子（
ピ

ア
ノ
）▽
曲
目
＝
シ
ョ
パ
ン「　
２４

の
前
奏
曲
作
品　

」「
英
雄
ポ
ロ

２８

ネ
ー
ズ
作
品　

」「
華
麗
な
る
大

５３

円
舞
曲
作
品　

」
ほ
か
（
終
了

１８

後
に
演
奏
者
と
の
ミ
ニ
交
流
会

あ
り
） 

六
〇
名 

二
〇
〇
〇

円
（
全
席
自
由
） 

・ 

フ
リ

ッ
ツ
音
楽
企
画
・
工
藤
�
５
３

７
８
‐
１
２
０
５
へ
（
先
着
順
）

コ
ー
ル
・
フ
ロ
イ
ン
ト

定
期
演
奏
会

　

大
田
桜
子
作
曲
「
ア
ジ
ア
の

旅
人
」、
名
曲
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

な
ど
、
混
声
合
唱
曲
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。（
区
後
援
）

　
 

９
月　

日
�
午
後
６
時
〜

１０

８
時
（
５
時　

分
開
場
） 

三

３０

鷹
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
（
三

鷹
市
上
連
雀
６
―　

―　

） 

１２

１４

六
〇
〇
名 

一
〇
〇
〇
円 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

コ
ー
ル
・

フ
ロ
イ
ン
ト
・ 
東
海
林 
愼
�
・

し

ょ

う

じ

�
３
３
３
１
‐
０
４
８
５

時場

内
定

費申

問

時

場
定

費

申

問

サ
ロ
ン
・
デ
・
ボ
ザ
ー

ル
杉
並
支
部
展

　
 

９
月　

日
�
〜　

日
�
午

１２

１４

前　

時
〜
午
後
５
時
（
初
日
は

１０
午
後
１
時
か
ら
・
区
後
援
） 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　
２２

―　

） 

墨
絵
・
日
本
画
・
洋

３２
画
の
展
示
、
墨
絵
無
料
講
習
会

（
講
師
＝
堀
蝴
舟
）、チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ー
ナ
ー
併
設 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

◇
作
品
出
展
希
望
者
募
集

　
 

一
点
に
つ
き
二
五
〇
〇
円

 

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
の

上
、
当
日
直
接
会
場
へ

☆

　
 

サ
ロ
ン
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル

杉
並
支
部
�
３
３
２
１
‐
０
１

２
４　

�
歌
と
弦
楽
器
で
た
ど
る
名

曲
の
旅　
 

日
本
の
歌
・
世
界
の
歌

　
 

９
月　

日
�
午
後
２
時
開

２５

演
（
１
時　

分
開
場
・
区
共
催
）

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

出
演
＝
島
田
佳
子

２２

３２

（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
永
井
崇
多
弘

（
テ
ノ
ー
ル
）、
松
村
一
郎
・
栗

原
尚
子
（
バ
イ
オ
リ
ン
）、
秋
元

理
恵
（
ビ
オ
ラ
）、
中
村
潤
（
チ

ェ
ロ
）、
松
浦
み
ず
ほ
・
滝
川
欣

子
（
ピ
ア
ノ
）
▽
曲
目
＝
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
「
ピ
ア
ノ
四
重
奏
曲

第
２
番
」、
ボ
ロ
デ
ィ
ン
「
弦
楽

四
重
奏
曲
第
２
番
」、山
田
耕
筰

時

場

内

費

申

費
申

問時
場

内

「
か
ら
た
ち
の
花
」、小
林
秀
雄

「
落
葉
松
」、
小
松
耕
輔
「
母
」、

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ「
ボ
カ
リ
ー
ズ
」

ほ
か 

五
六
八
名 

一
〇
〇
〇

円
（
全
席
自
由
） 

・ 

電
話

で
、
美
し
い
日
本
の
歌
の
会
・

池
川
�
３
３
９
１
‐
８
２
５
３

へ◇
区
民
二
〇
〇
名
を
無
料
招
待

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）で
、　

９
月
１
日（
必
着
）ま

で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒

　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―　

―

１６６

２２

　

）
へ
（
抽
選
） 

同
セ
ン
タ

３２ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

�
杉
並
民
踊
舞
踊
連
盟 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
杉
並 

民
踊
舞
踊
文
化
ま
つ
り

　
 

９
月　

日
�
午
前　

時
開

１１

１０

演
（
９
時　

分
開
場
・
区
共
催
）

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

五
七
八
名
（
先
着

２２

３２

順
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

杉
並
民
踊
舞
踊
連
盟
・

中
屋
�
３
３
１
５
‐
１
９
０
６

夏
休
み
杉
並
将
棋
祭
り

　

ク
ラ
ス
別
に
競
う
競
技
大
会

で
す
。
プ
ロ
棋
士
の
指
導
対
局

も
あ
り
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

８
月　

日
�
午
前　

時
〜

２８

１０

午
後
４
時　

分
（
午
前
９
時　

３０

３０

分
開
場
） 

セ
シ
オ
ン
杉
並（
梅

里
１
―　

―　

） 

将
棋
愛
好

２２

３２

家
の
方 

一
二
〇
名（
先
着
順
）

 

大
人
一
五
〇
〇
円
、
高
校
生

定

費申

問

申

問

時
場

定

費

申

問
時

場

対

定

費

以
下
五
〇
〇
円 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

杉
並
将
棋
祭
り
実
行

委
員
会
・
田
中
�
３
３
９
２
‐

１
９
２
５

�
青
空
の
会 

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　

健
康
づ
く
り
の
自
主
グ
ル
ー

プ
が
企
画
す
る
自
由
参
加
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

　
 

９
月
１
日
�
午
前　

時
１０

（
集
合
）
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

 

集
合
場
所
＝
丸
井
吉
祥
寺
店

前
（
Ｊ
Ｒ
・
井
の
頭
線
吉
祥
寺

駅
南
口
） 

コ
ー
ス
＝
井
の
頭

公
園
↓
神
田
川
に
沿
っ
て
↓
井

の
頭
線
高
井
戸
駅
（
解
散
） 

五
�
以
上
歩
け
る
方 

無
料 

当
日
、
直
接
集
合
場
所
へ 

上

井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９

４
‐
１
２
１
２ 

交
通
事
故
や

ケ
ガ
な
ど
に
は
、
各
自
自
己
責

任
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

�
外
国
人
の
み
な
さ
ん
へ 

日
本
語
交
流
会

　

日
本
の
文
化
や
生
活
、
習
慣

な
ど
を
日
本
語
で
日
本
人
と
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ゲ
ー
ム
や

料
理
を
し
て
、
み
ん
な
で
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

　
 
　

月
８
日
〜　

月　

日
の

１０

１１

１２

毎
週
土
曜
日
、
午
後
２
時
〜
４

時
（
計
六
回
） 

阿
佐
谷
地
域

区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１

―　

―　

）
ほ
か 

外
国
人
四

４７

１７

〇
名 

一
〇
〇
〇
円（
六
回
分
）

 

電
話
、
郵
便
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
記
入
例
参
照
）
に
国
籍
も

書
い
て
、
杉
並
区
文
化
・
交
流

協
会
日
本
語
交
流
会
担
当
（
〒

　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―

１６６
　

―
２
み
な
み
阿
佐
ケ
谷
ビ
ル

１４五
階
�
５
３
７
８
‐
８
８
３
３

�
５
３
７
８
‐
８
８
４
４
）
へ

（
先
着
順
） 

同
係

申

問

時
場

内

対

費

申
問

他

時

場
定

費

申

問

�
幼
稚
園
を
探
そ
う 

先
輩
マ
マ
に
き
く
幼
稚

園
情
報
―
あ
の
幼
稚
園
の

マ
マ
が
来
る
よ

　

区
内
の
公
立
・
私
立
の
幼
稚

園
に
�
幼
稚
園
マ
マ
�
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

気
に
な
る
幼
稚
園
の
先
輩
マ

マ
と
お
話
し
し
て
み
ま
せ
ん
か

（
区
内
す
べ
て
の
幼
稚
園
が
参

加
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）。

　
 

９
月　

日
�
午
前　

時
〜

１５

１０

正
午 

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

）

４７

１７

 

一
五
〇
〇
円 

ハ
ガ
キ
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（
記
入
例
参
照
）

に
お
子
さ
ん
の
参
加
の
有
無

（
参
加
の
場
合
は
年
齢
）
も
書

い
て
、
９
月
９
日
（
必
着
）
ま

で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
∞
遊
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻

１６７

窪
５
―　

―
７
―　

�p
la
n

１６

１０３

n
in
g
y
u
-0
1
@
jc
o
m
.h
o
m

e
.n
e
.jp

）
へ 

同
法
人
�
６

７
６
２
‐
８
７
９
０

あ
か
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５

〜
杉
並
で
感
じ
よ
う 
小
さ
な

幸
せ
・
大
き
な
平
和

　
 

８
月　

日
�
午
後
６
時　

２２

３０

分
〜
８
時　

分
（
区
後
援
・
雨

３０

天
順
延
） 

梅
里
公
園
（
梅
里

１
―
１
―　

） 

①
短
冊
に
小

５５

さ
な
願
い
ご
と
を
書
い
て
キ
ャ

ン
ド
ル
の
明
か
り
を 
灯 
す
②
フ

と
も

ラ
ダ
ン
ス
、
ウ
ク
レ
レ
の
演
奏

を
楽
し
も
う
③
小
林
亜
星
さ
ん

が
作
曲
し
て
く
れ
た
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
「
あ
か
り
の
う
た
」
を
一

緒
に 
唄 
お
う 

無
料 

当
日
、

う
た

直
接
会
場
へ 

あ
か
り
フ
ェ
ス

タ
実
行
委
員
会
・
浜
田
�
３
３

１
５
‐
５
９
６
０ 

先
着
一
五

時
場

費

申問

時

場

内
費

申

問

他

〇
名
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上

げ
ま
す

 
�
子
ど
も
環
境
教
室 

エ
コ
式
★
入
れ
も
の
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
を
さ
が
せ
！ 

―
身
の
回
り
に
あ
る
容
器
包

装
を
学
ぼ
う

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
包
み
や

入
れ
物
が
い
っ
ぱ
い
。
町
の
中

で
包
み
や
入
れ
物
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
さ
が
そ
う
。

　

何
で
も
包
め
る
魔
法
の
布

「
ふ
ろ
し
き
」
の
便
利
で
楽
し

い
使
い
方
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
 

９
月　

日
�
午
後
１
時　

１０

３０

分
〜
４
時　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ

３０

る
荻
窪
（
荻
窪
５
―　

―　

）

１５

１３

と
そ
の
周
辺 

小
学
三
〜
六
年

生
の
方 

三
〇
名 

五
〇
円

（
保
険
料
） 

・ 

電
話
で
、

９
月
５
日
ま
で
に
環
境
都
市
推

進
担
当
へ
（
先
着
順
）

�
子
ど
も
も
の
づ
く
り
教
室

ふ
う
せ
ん
で
シ
ュ
ー
ッ

と
ロ
ケ
ッ
ト
カ
ー
を
飛

ば
そ
う
！

　

風
船
と
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
ロ
ケ

ッ
ト
カ
ー
を
作
っ
て
競
争
し
て

み
よ
う
！

　
 

９
月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１０

正
午 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・

情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
荻
窪
５

―　

―　

） 

区
内
在
住
・
在

１５

１３

学
の
方
（
小
学
三
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
） 

二
五
名 

五

〇
円
（
材
料
費
） 

・ 

電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
記
入
例
参

照
）
で
、
す
ぎ
な
み
環
境
情
報

館
�
３
３
９
８
‐
３
１
９
１
�

３
３
９
８
‐
３
１
９
３
へ
（
先

着
順
）

時

場
対

定

費

申

問

時
場

対
定

費

申

問

　 ・ ・ ・ ・ 右表のとおり 区内
在住・在勤の勤労者で全回出席できる方 ハ
ガキ（記入例参照）に職業・勤務先の電話番
号、託児（会場が勤労福祉会館のみで,保険料
の実費負担あり）を希望する方は、子どもの
名前と年齢も書いて、９月２２日（必着）まで
に�杉並区勤労者福祉協会（〒１６７‐００３４桃
井４‐３‐２／抽選。全項目を明記されてい
る方を優先）へ 同協会�３３９７‐２５２１（水
曜・日曜・祝日を除く） http://www.joyful-

suginami.jp 応募人数が一定の人数に達し
ない場合は、講座を中止することもあります

時 場 内 定 費 対

申

問

HP
他

▲工藤　裕子

ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座ジョイフル教養講座働く方のための働く方のための
受講料会　場内　　　容日　　時講座名（定員）

1５００円
（材料費込）

勤労福祉会館
（桃井４‐３‐
２）

皮なしソーセージと日ごろの食材を使
い、保存食として便利なくんせいを中
華鍋で作ります。お土産あり。

１０月１５日�午前１０時～
午後１時　

ソーセージ作りと
くんせい（ワイン
試飲付き） （１６）

１３００円
（保険料込）

荻窪体育館
（荻窪３‐４７‐
２）

エアロビクス・ヨガ・ピラティス・キ
ックボクシングの動きをポピュラー音
楽にあわせ、楽しく踊ります。

１０月７日～１１月１１日の
毎週金曜日、午後７時
～８時３０分（計６回）

ジャザサイズ
 （２５）

３０００円
（食事代込）

南漢亭
（荻窪４‐２０‐
１５）

韓国の食文化を知り、本場のプロの味
（８品）を味わいます。韓国料理を夕
食に1品加えてみませんか？

１０月２９日�午前１１時～
午後２時

韓国文化を食す
 （２０）

４０００円
（教材費込）

シルバー人材
センター
（阿佐谷南１
‐１４‐２）

インターネットの機能を習得し情報収
集とメールの便利な活用法を学びま
す。文字入力のできる方が対象です。

１０月１４日�・２1日�
午後６時３０分～８時３０
分（計２回）

基礎編インターネ
ットとＥメール
 （１０）
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１７（２００５）年�月��日（日曜日）

報」のお申し込みは広報課へ。

　

歳
〜　

歳
代
の
女
性

５０

６０

の
い
き
い
き
健
康
教
室

―
身
体
の
変
化
を
自
覚
す
る

あ
な
た
に

　

若
さ
を
保
ち
、
ま
す
ま
す 
素 す

 
敵 
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

て
き健

康
に
関
す
る
技
術
を
磨
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
 

・ 

９
月　

日
�
＝
自
分

１６

の
身
体
の
自
己
分
析
、体
脂
肪
・

血
圧
測
定
、
乳
が
ん
自
己
検
査

法
、
食
生
活
・
歯
周
病
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
▽　

日
�
＝
素
敵
な
女

２２

性
に
な
る
た
め
の
ヘ
ル
シ
ー
な

食
卓
づ
く
り
（
調
理
実
習
）
▽

　

日
�
＝
音
楽
に
合
わ
せ
て
身

３０体
を
動
か
そ
う
▽　

月
６
日
�

１０

＝
素
肌
チ
ェ
ッ
ク
・
い
き
い
き

と
し
た
素
肌
づ
く
り
・
め
ざ
せ

健
康
美
人
／
い
ず
れ
も
午
前　
１０

時
〜
正
午
（　

日
は
午
後
１
時

２２

ま
で
・
計
四
回
） 

９
月　

日
、

１６

　

月
６
日
＝
和
泉
保
健
セ
ン
タ

１０ー
（
和
泉
４
―　

―
６
）、
９
月

５０

　

日
・　

日
＝
永
福
和
泉
地
域

２２

３０

時

内

場

区
民
セ
ン
タ
ー
（
和
泉
３
―
８

―　

） 

料
理
研
究
家
・
梅
田

１８
昭
子
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
ほ
か 

区
内
在
住
・
在
勤

の　

歳
〜　

歳
代
の
女
性
で
、

５０

６０

な
る
べ
く
全
回
参
加
で
き
る
方

 

二
五
名 

五
〇
〇
円
（
食
材

料
費
） 

・ 

電
話
で
、
和
泉

保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
３
‐

９
３
３
１
へ
（
先
着
順
）

�
み
ど
り
の
講
座 

ハ
ー
ブ
入
門
―
育
て
方
か

ら
利
用
ま
で

　

ハ
ー
ブ
初
心
者
向
け
の
講
座

で
す
。
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
や
ハ
ー

ブ
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
試
食
を
し

な
が
ら
、
ハ
ー
ブ
の
特
徴
や
利

用
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。
ハ

ー
ブ
苗
や
一
般
的
な
ハ
ー
ブ
見

本
で
香
り
も
体
験
で
き
ま
す
。

　
 

９
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１０

３
時 

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
）

 

ハ
ー
ブ
研
究
家
・
南
雲
今
日

子 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

師
対

定

費
申

問

時
場

師
対

で
、
ハ
ー
ブ
に
興
味
の
あ
る
方

 

三
〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）

で
、
９
月
２
日
（
必
着
）
ま
で

に
公
園
緑
地
課
み
ど
り
の
計
画

係
へ 

同
係

親
子
で
ふ
れ
あ
う
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
―
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ

　

赤
ち
ゃ
ん
と
の
体
と
心
の
ふ

れ
あ
い
を
、
手
の
ひ
ら
で
、
目

で
、
声
で
、
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
 

９
月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１０

正
午 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
堀
ノ
内
東
（
堀
ノ
内
３
―

　

―　

―　

堀
ノ
内
東
保
育
園

４９

１９

１０１

内
） 

東
京
ス
キ
ン
タ
ッ
チ
会

副
会
長
・
山
口
綾
子 

歩
行
前

の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者 

一
五
組 

無
料 

・ 

電
話
で
、

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
堀

ノ
内
東
�
３
３
１
５
‐
７
９
４

７
へ
（
先
着
順
） 

�
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
�
バ

ス
タ
オ
ル
と
水
分
補
給
の
た
め

の
飲
み
物
を
持
参

健
康
的
な
料
理
づ
く
り
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
 

９
月　

日
�
午
前　

時
〜

１３

１０

午
後
１
時　

分 

高
井
戸
保
健

３０

定

費

申

問
時

場師

対

定

費

申

問
他

時

場

セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―　
２０

―
３
） 

自
主
グ
ル
ー
プ
会
員

ほ
か 

区
内
在
住
の
男
性
の
方

 

一
〇
名 

五
〇
〇
円
（
昼
食

代
） 

・ 

電
話
で
、
高
井
戸

保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
３
４
‐

４
３
０
４
へ 

筆
記
用
具
・
エ

プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
を
持
参　

ぜ
ん
息
児
水
泳
教
室

　
 
　

月　

日
〜　

月　

日
の

１０

１９

１１

１６

毎
週
水
曜
日
、
午
後
５
時
〜
７

時
（
計
五
回
） 

上
井
草
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル

（
上
井
草
３
―　

―
１
） 

区

３４

内
在
住
の
４
歳
〜
小
学
六
年
生

で
軽
度
の
気
管
支
ぜ
ん
息
に
か

か
っ
て
い
る
方 

三
五
名
（
抽

選
） 

無
料 

ハ
ガ
キ
（
３
面

記
入
例
参
照
）
に
性
別
、
学
年

（
未
就
学
児
は
年
齢
）
も
書
い

て
、
８
月　

日
（
必
着
）
ま
で

３１

に
杉
並
保
健
所
保
健
予
防
課

（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
５
―

１６７

　

―
１
）
へ 

同
課
�
３
３
９

２０１
‐
１
０
２
５

�
認
知
症
予
防
講
座 

認
知
症
に
つ
い
て
の
正

し
い
理
解

　

「
も
の
わ
す
れ
」
が
気
に
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

「
認
知
症
」
に
対
す
る
正
し

い
知
識
を
学
ん
で
、「
も
の
わ
す

れ
」
に
前
向
き
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

　
 

９
月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１０

正
午 

杉
並
保
健
所
地
下
一
階

講
堂
（
荻
窪
５
―　

―
１
） 

２０

あ
し
か
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・

芦
刈
伊
世
子 

区
内
在
住
・
在

勤
で
、
も
の
わ
す
れ
に
つ
い
て

気
に
な
る
方
、
ま
た
は
認
知
症

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
学
び

た
い
方 

七
〇
名 

無
料 

・

 

８
月　

日
か
ら
電
話
で
、
荻

２２ 師
対

定

費

申

問
他

時

場

対

定

費

申問

時
場

師

対

定

費

申

問

窪
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
１

‐
０
０
１
５
へ
（
先
着
順
）

�
楽
し
い
人
生
を
過
ご
す
た

め
の
講
座 

心
を 
癒 
し
、
元
気
に
な

い
や

る
音
楽
療
法

　
 

９
月
３
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時
（
区
後
援
） 

高
井

戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
高
井

戸
東
３
―
７
―
５
） 

健
康
生

き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
・
伊
藤
洋
子 

区
内
在
住
・

在
勤
で　

歳
以
上
の
方 

三
〇

５０

名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

詩
の
森
・
癒
し

の
宅
配
隊
代
表
・
伊
藤
�
３
３

０
２
‐
６
２
３
２

Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

養
成
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
使
い
方
や
楽
し
み
方
を
、

主
に
高
齢
者
に
指
導
し
、
サ
ポ

ー
ト
す
る
方
を
養
成
し
ま
す
。

　

受
講
後
は
、
四
宮
Ｉ
Ｔ
サ
ロ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
相
談
コ
ー
ナ
ー

で
の
活
動
に
参
加
で
き
ま
す
。

「
シ
ニ
ア
情
報
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
の
資
格
を
取
得
で
き
る

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
も
あ
り

ま
す
。

　
 

９
月　

日
〜　

月
１
日
の

１０

１０

毎
週
土
曜
日
、
い
ず
れ
も
午
前

９
時　

分
〜
午
後
０
時　

分

３０

３０

（
計
四
回
） 

四
宮
Ｉ
Ｔ
サ
ロ

ン
（
上
井
草
２
―　

―
３
四
宮

２８

敬
老
会
館
内
） 

サ
ポ
ー
ト
活

動
の
実
際
や
助
言
す
る
と
き
の

要
点
を
学
ぶ 

区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
で
、
日
常
的
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
を
利
用

し
て
い
る　

歳
以
上
の
方 
　

２０

１０

名
（
抽
選
） 

二
万
二
〇
〇
〇

円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参

時

場
師

対

定

費

申

問

時

場
内

対

定

費

申

照
）
に
、
昼
間
の
連
絡
先
、
キ

ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
有
無
、在
勤
・

在
学
の
方
は
勤
務
先
・
学
校
名

も
書
い
て
、
９
月
２
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ

ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
〒　

‐
０

１６７

０
２
２
下
井
草
５
―　

―　

井

１８

１５

荻
書
店
ビ
ル
三
階
）
へ 

同
法

人
�
５
３
０
３
‐
６
５
４
０ 

h
ttp
://w
w
w
.s
a
ra
-p
ro
j

e
c
t.o
r.jp

�
家
族
介
護
教
室 

知
っ
て
得
す
る
！
緊
急

時
の
対
応
―
心
肺 
蘇  
生 
法

そ 
せ
い

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど

　

応
急
手
当
（
心
肺
蘇
生
法
）

を
主
体
と
し
て
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱

い
な
ど
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

　
 

９
月
９
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時 

宮
前
ふ
れ
あ
い
の

家
（
宮
前
５
―　

―　

） 

荻

１７

１５

窪
消
防
署
員 

高
齢
者
の
介
護

に
関
心
の
あ
る
方 

二
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
宮
前
ふ

れ
あ
い
の
家
�
３
３
３
５
‐
８

１
６
１
へ
（
先
着
順
）

�
子
ど
も
ゆ
め
基
金
事
業 

冒
険
遊
び
場
�
の
び
っ

ぱ
ひ
ろ
っ
ぱ
�
に
集
合

　

子
ど
も
た
ち
の
�
生
き
る
力
�

を
育
て
た
い
と
い
う
思
い
の
中

で
、「
自
由
遊
び
・
ケ
ガ
と
弁
当

は
自
分
持
ち
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

冒
険
遊
び
場
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
木
登
り
や
火
お
こ
し
な

ど
、
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
と
一
緒

に 
普  
段 
で
き
な
い
遊
び
を
楽
し

ふ 

だ
ん

も
う
！
（
区
後
援
）

　
 

９
月
３
日
�
・　

日
�
・

１４

　

日
�
・　

日
�
、　

月
１
日

１７

２５

１０

�
・
９
日
�
・　

日
�
・　

日
�
・

１２

１５

　

日
�
・　

日
�
い
ず
れ
も
午

２３

２９

前　

時
〜
午
後
４
時 

柏
の
宮

１０

問

HP

時

場

師

対

定

費

申

問

時

場

公
園（
浜
田
山
２
―
５
―
１
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並
冒

険
遊
び
の
会
・
檜
谷
（
じ
っ
ち

ゃ
ん
）
�
０
８
０
‐
５
６
８
１

‐
８
９
３
４
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

掲
示
板 

h
ttp
://8
0
0
9
.te

a
c
u
p
.c
o
m
/b
o
u
k
e
n
a
s

o
b
ib
a
/b
b
s

�a
s
o
b
ib
a

@
o
ra
n
g
e
.liv
e
d
o
o
r.c
o

m

 

汚
れ
て
も
い
い
服
装
と

着
替
え
、
飲
み
物
、お
弁
当
、や

り
た
い
遊
び
、
焼
き
た
い
食
べ

も
の
な
ど
自
由
に
お
持
ち
く
だ

さ
い

 
�
家
庭
学
級 

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
の
び
っ

ぱ
―
冒
険
遊
び
場
の
子
育
て

支
援

　

子
育
て
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

か
。
心
配
や
不
安
は
だ
れ
に
で 申

問

HP

他

も
あ
る
も
の
。
冒
険
遊
び
場
で

遊
ぶ
子
ど
も
の
姿
を
見
な
が
ら

話
し
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
 

・ 

・ 

・ 

右
表
の
と

お
り 

子
育
て
中
の
方 

二
〇

名
程
度
（
抽
選
・
全
回
参
加
で

き
る
方
を
優
先
し
ま
す
） 

一

〇
〇
円
（
資
料
代
・
五
回
分
）

 

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、

９
月
３
日
（
必
着
）
ま
で
に
杉

並
冒
険
遊
び
の
会
（
〒　

‐
０

１６６

０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―　
４７

１７

杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
メ
ー
ル
ボ

ッ
ク
ス
�
５
、
�a

s
o
b
ib
a
@

o
ra
n
g
e
.liv
e
d
o
o
r.c
o
m

）

へ 

同
会
・
吉
田
�
０
９
０
‐

４
４
１
３
‐
１
２
３
５ 

定
員

に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
当
日
参

加
も
受
け
付
け
ま
す

時

場

内

師

対

定
費

申
問

他

〈家庭学級　ほっとサロンのびっぱ〉
場　　所講　　師内　　容月　日

冒険遊び場（柏の
宮公園・浜田山２
‐５‐１）※ 雨 天
時は管理棟の学習
室

あすなろ会
衣笠　純子・芳川　晶子

もっともっと自分自身を好
きになって、子どもに自信を
持たせよう�

９月１４日�

スマイルリーダー（ヒュ
ーマンギルドアドラー心
理学）　    秋山　 由美子

プラスの言葉かけとマイナ
スの言葉かけ～ぼく、お母さ
んのこどもでよかった

１０月１２日�

高井戸地域区民セ
ンター（高井戸東
３‐７‐５）

家庭教育研究所所長
高橋　愛子

しつけについて～子どもを
伸ばすほめ方、ダメにするほ
め方

１１月１０日�

冒険遊び場（柏の
宮公園）※雨天時
は管理棟の学習室

日本文理学院高等部スク
ールカウンセラー

田中　典子

子どもの言葉の裏にかくれ
た本当の気持ち～音ではな
く子どもの心を聴く

１２月１４日�

あすなろ会・衣笠　純子
芳川　晶子

学びの始まりは遊びから～
振り返りと交流

１８年
１月１１日�

※時間は、いずれも午前１０時３０分～正午。１１月１０日は託児があります。希望する方は、申し込み時
に子どもの名前・月齢・性別も記入してください（託児費５００円）。ほかの日は冒険遊び場でプレ
ーリーダーと一緒に遊べます。遊ぶのもそばにいるのも自由です。汚れてもいい服装と着替え・
飲み物をご用意ください。

〈リサイクルひろば高井戸・９月の講習会〉

申込方法定員費用日　時講習会名

当日、直接
会場へ１０名 ―２日�午前１０時３０

分～正午

廃油（てんぷら油）から
の石けん作り体験コー
ナー

電話で
先着順

各回
６名

５枚
１００円

４日��午後１時
～２時�２時３０分
～３時３０分

牛乳パックからの手す
きハガキ作り体験コー
ナー

各日
１０名５００円

５日�・１９日�午後
１時３０分～３時３０
分

和服のリフォーム

１０名部品代
は実費

１８日�午後１時～
４時（受付は３時ま
で）

おもちゃのクリニック
　（１人１点まで）

※申し込み・問い合わせは、同ひろば（高井戸東３‐７‐４�３３３１‐４３６０／
水・木曜休館）へ。　募集人数に満たない場合は中止する場合があります。　
生ごみたい肥相談は、電話で随時受け付けています（回答には数日かかる場
合もあります）。

成人祝賀のつどい

　杉並公会堂が改築中のため、平成１８年
の「成人祝賀のつどい」は、「成人の日の前
日」、１月８日�に開催します。対象は昭
和６０年４月２日～６１年４月１日生まれの
区内在住の方で、会場は中野サンプラザ
ホール（中野区中野４‐１‐１）です。

　 児童課子ども青少年係問



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報

�������●５ 平成１７（２００５）年�月��日（日曜日）

�区民体育祭秋季大会
◇弓道
　 高校の部＝９月４日�午前９時～午後５時／一般の部＝１０月２日�午前１１
時～午後５時 上井草スポーツセンター弓道場（上井草３‐３４‐１） 種目＝団
体・個人 区内在住・在勤・在学の方と区弓道連盟会員 無料 一般の部は往
復ハガキ（３面記入例参照）で、９月１５日（必着）までに区弓道連盟・宍戸文育
（〒１６８‐００６５浜田山１‐７‐６‐２０３）へ。高校の部は同連盟から別途通知しま
す 同連盟・宍戸�３３２９‐４６１４（午後６時～９時）
◇ソフトテニス（一般の部）
　 ９月１９日�午前９時～午後７時（予備日９月２５日�） 松ノ木運動場（松ノ
木１‐３‐２２） 種目＝男子＝一般・壮年（４５歳以上）／女子＝一般・壮年（４５
歳以上）／グランドシルバー＝男子６５歳以上、女子５５歳以上（ミックスチームも
可）／初級者の部（大会未経験者）※すべてダブルス 区内在住・在勤・在学で
１６歳以上の方 １組１０００円 ハガキ（３面記入例参照）に種目も書いて、９月８
日（必着）までに区ソフトテニス連盟・小島晃（〒１６６‐００１６成田西３‐６‐４）
へ 同連盟・小島（おじま）�３３１２‐０３８５（午後７時～９時）
◇バドミントン（小学生の部・女子団体の部）
　 小学生＝９月２３日�／女子団体＝９月２５日�（１部ＡＤ）、１０月１日�（１
部ＢＣ）・６日�（２部）いずれも午前９時～ 小学生＝高円寺体育館（高円寺
南２‐３６‐３１）／女子団体＝上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１） 小
学生の部＝４～６年生の学年別、男女別なし＝単／女子団体＝複（３組） 区内
在住・在勤・在学の方 小学生＝３００円、女子団体＝１チーム５０００円。郵便局「００１３０
‐８‐７２４１１７杉並区バドミントン連盟」へ振り込み 申込書（区立体育館にあり
ます）と振替受領証のコピーを、小学生は９月８日、女子団体は９月１２日（いず
れも必着）までに、区バドミントン連盟・宇田川孝（〒１６６‐００１５成田東４‐３８‐
２０ミカドスポーツ内）へ郵送または持参 同連盟・宇田川�３３１３‐８５５１（午前１０
時～午後５時）
◇ビームライフル大会
　 ９月２５日�午前９時～午後５時 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 種目＝
ＢＲ‐Ｆ２０（成年・少年・団体の部）、ＢＲ‐Ｆ４０、ＢＲ‐Ｓ４０、ＢＲ‐２Ｐ４０、
ＢＲ‐Ｔ４０※１人２種目まで 区内在住・在勤・在学で小学生以上の方（初心者
可） ４０名 １００円 電話またはファクス（３面記入例参照）に参加種目も書い
て、９月１日（必着）までに区ビームライフル射撃協会・深谷麻理（〒１６６‐０００１
阿佐谷北２‐３７‐３）へ（先着順） 同協会・深谷�・�３２２３‐２２５４
◇卓球
　 １０月９日�午前９時～ 高円寺体育館（高円寺南２‐３６‐３１） 種目＝男
女別シングルス＝小・中学生、高校生、一般、４０歳代、５０歳代、６０歳代、７０歳代
（男子のみ）、男子・女子ダブルス 区内在住・在勤・在学の方 シングルス＝
１種目８００円（高校生以下４００円）、ダブルス＝１組１６００円 種目・氏名・年齢・
住所・所属チーム名を書いた用紙（指定なし）と参加費を、９月２８日（必着）ま
でに区卓球連盟事務局（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐７‐１�タマス内）へ郵送（現
金書留）または持参 同連盟事務局・田崎�３３１４‐６６２４（土・日曜、祝日を除く
午前９時～午後５時）
�区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇ペタンク
　 ９月２５日�午前１０時～午後４時（予備日１０月２日�） 都立久我山盲学校
（世田谷区北烏山４‐３７‐１） 区内在住・在勤・在学の方 ５０名 １人３００円
 申込書（区立体育施設にあります）を郵送またはファクスで、９月１０日（必着）
までに区ペタンク連盟・平出とよじ（〒１６６‐０００４阿佐谷南２‐１２‐５�３３１６‐
００２５）へ（先着順） 同連盟・平出�３３１６‐００２５（午後６時～９時）
�区民友好・バタフライ・ダブルス・チームカップ・卓球大会
　 ９月２３日�午前９時～（区後援） 上井草スポーツセンター（上井草３‐３４
‐１） 男女別３ダブルスの団体戦（登録は１チーム４～５名）、１試合に２名
は違うメンバーで２回の出場が可能 １００チーム １チーム４０００円 ８月３１日
（必着）までに、��タマスに直接申し込み�申込書（連盟事務局にあります）
と参加費（定額小為替、切手または現金書留）を区卓球連盟事務局（〒１６６‐０００４
阿佐谷南１‐７‐１�タマス）へ郵送�連盟役員に依頼（先着順） 同連盟事務
局�３３１４‐６６２４（�タマス内・午前９時～午後５時）

�アクアエクササイズ（高井戸温水プール）　○さ 教室番号００１７
　 １０月５日～１１月９日の毎週水曜日、午後７時～９時（計６回） 高井戸温水
プール 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 ３０名（抽選） ３０００円 往復
ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、９月３日（必着）までに高井戸
温水プール（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７‐５）へ 同プール�３３３１‐８６５２
�アクアエクササイズ（杉十小温水プール）　○さ 教室番号０１１６
　 １０月１日～１１月５日の毎週土曜日、午後７時～９時（計６回） 杉並第十小
学校温水プール 区内在住・在勤・在学で１６歳以上６０歳未満の方 ３０名（抽選） 
３０００円 往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、８月３１日（必着）
までに杉並第十小学校温水プール（〒１６６‐００１２和田３‐５５‐４９）へ 同プール
�３３１８‐８７６３ 車での来場はご遠慮ください
�パドルテニス　○さ 教室番号００４５
　 １０月６日～１２月１日の毎週木曜日（１１月３日�は除く）、午前１１時～午後１
時（計８回） 妙正寺体育館 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級
者 ３０名（抽選） １６００円 往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書い
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て、９月６日（必着）までに妙正寺体育館（〒１６７‐００３３清水３‐２０‐１２）へ 
同体育館�３３９９‐４２２４
�ターゲットバードゴルフ　○さ 教室番号００７５
　 ９月２６日～１１月７日の毎週月曜日、午前１１時～午後１時（計６回／予備日１１
月１４日�） 上井草スポーツセンター 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心
者・初級者 ３０名（抽選） １６００円 往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月
日も書いて、８月３１日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井
草３‐３４‐１）へ 同センター�３３９０‐５７０７ 託児（３歳～就学前）あり
�ゴルフラウンドレッスン講習会
　コースでプレーし、レベルアップを目指してみませんか！午前はドライビング
レンジなど、午後はラウンドレッスンを行います。
　 ９月２８日�午前９時～午後６時３０分 浦和ゴルフ倶楽部（埼玉県さいたま市
桜区新開）※現地集合解散 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初級者（ラウン
ド経験者）～中級者 ２４名（抽選） １万２０００円（プレー代、指導料、傷害保険
料、昼食代などを含む） 往復ハガキ（３面記入例参照、４名まで連記可、重複
申込不可）で、９月９日（必着）までに�杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４
阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル８階）へ 同財団�３３１２‐２１１１（区代表）
�秋季初心者ソフトテニス教室
　ソフトテニスの基本、審判技術、試合の進め方などを指導します。（区共催）
　 １０月１日～１１月１９日の毎週土曜日、午後３時～５時（計８回／予備日１１月２６
日�・１２月３日�） 松ノ木運動場庭球場（松ノ木１‐３‐２２） 区内在住・在
勤の方 ３０名（抽選） ３０００円 往復ハガキ（３面記入例参照）に性別、経験
年数も書いて、９月１７日（必着）までに区ソフトテニス連盟・小島晃（〒１６６‐
００１６成田西３‐６‐４）へ 同連盟・小島�３３１２‐０３８５（午後７時～９時）
�女性ソフトテニス教室
　 １０月１２日～１１月９日の毎週水曜日、午前９時～１１時（計５回・予備日１１月１６
日�・区共催） 妙正寺体育館庭球場（清水３‐２０‐１２） 区内在住・在勤の女
性 １５名（抽選） ２０００円 往復ハガキ（３面記入例参照）に経験年数も書い
て、９月２８日（必着）までに区ソフトテニス連盟・小島晃（〒１６６‐００１６成田西３
‐６‐４）へ 同連盟・小島�３３１２‐０３８５（午後７時～９時）
�楽らく健康タイム（ヨガ）
　定期的・日常的な運動の機会を提供し、健康の維持・増進を支援します。これ
まであまり運動をしたことがない方や、高齢者の方でも大丈夫です。健康づくり
の第一歩として、ぜひお越しください。
　 ９月～１１月の第２・４水曜日、午前９時～１１時 永福体育館（永福３‐５１‐
１７） 年齢制限はありませんが、おおむね６５歳程度の体力年齢の方に適したプロ
グラムを提供します（医師から運動を止められている方はご遠慮ください） １
回２００円 当日、直接会場へ �杉並区スポーツ振興財団�３３１２‐２１１１（区代表）
または永福体育館�３３２８‐３１４６ 託児はありません
�太極拳講習会～健身気功（貿筋経）と簡化２４式太極拳
　 １０月６日～２７日の毎週木曜日、午後３時～５時（計４回・区後援） 荻窪体
育館（荻窪３‐４７‐２） 区内在住・在勤・在学の方 ４５名 無料 往復ハガ
キ（３面記入例参照）で、９月２０日（必着）までに区太極拳連盟・大野恒子（〒
１６７‐００３３清水３‐９‐８）へ（先着順） 同連盟・大野�３３９９‐２７８３ 体育館
履きをお持ちください
�歩っ人（ほっと）すぎなみ　山歩きプランニング講習会
　自分で山歩き計画を立案してみませんか。山歩きを愛好している人で他人依存
の山歩きからの卒業を考えている人を対象に、小グループで楽しむ山歩きを｢自分
たちで計画して実際に行く｣ことができるように、基本的な知識と必要な技術を学
びます。
　 ・ ・ 下表のとおり（計７回） 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）ほか 
５０名（抽選） １０００円（テキスト代、傷害保険料など。実地講習の交通費は別途
自己負担） 往復ハガキ（３面記入例参照）に山歩きの頻度（最近どのくらい山
歩きをしているか）も書いて、９月２日（必着）までに�杉並区スポーツ振興財
団事業係（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル８階）へ 同財団
�３３１２‐２１１１（区代表）
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競技大会

スポーツ教室　○さ …さざんかねっとで申し込みできます
http://www.yoyaku-sports.city.suginami.tokyo.jp/rasgiusr2

※『さざんかねっと』はインターネットによる予約システムで、自宅のパソコ
ンや各施設に設置されているタッチパネル式パソコンから申し込みできます
（携帯電話は不可）。個人利用者登録（区内在住・在勤・在学の方）が必要で
す。申し込みは、８月２１日午前８時３０分からハガキ締切日までです。定員を超
えた場合は、初めて申し込んだ方を優先する場合があります。

〈山歩きプランニング講習会〉

講　　師内　　　　　容日　　時

山歩きライター
打田　�一

開講式／山登りの三要素と地形図／ガイド
ブックとプランニング／班ミーティング

９月１７日�
午前１０時～午後４時

笹原　芳樹２００５年山道具　傾向と対策　　２０日�
午後７時～９時

山岳紀行作家
石井　光造こだわりの山歩き～もっとディープな山へ　　２８日�

午後７時～９時

区接骨師会会長
粕谷　泰右山歩きにおける応急処置１０月５日�

午後７時～９時

山歩きライター
打田　�一

【実地講習】山から学ぶ�（地図の読み
方）（天覧山～多峰主山〈埼玉県飯能市〉）

　　８日�【A班】
午前８時～午後４時
（予備日９日�）

【実地講習】山から学ぶ�（地図の読み
方）（天覧山～多峰主山〈埼玉県飯能市〉）

　　２２日�【B班】
午前８時～午後４時
（予備日２３日�）

��
【プランニング実践】グループごとに日程
と場所を決め、計画書を作成して山歩きを
実行します

１０月下旬～１１月中旬

��
【実践発表会】小グループ活動についての
まとめ／閉講式

１１月８日�【A班】
午後７時～９時

��
【実践発表会】小グループ活動についての
まとめ／閉講式

　　２２日�【B班】
午後７時～９時
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ン
サ

ー
ビ
ス
�
３
２
６
１
‐
２
２
２

１
（
二
四
時
間
）
ま
た
は
区
職

員
課
人
事
係 
 

h
ttp
://w

w
w
.to
k
y
o
2
3
c
ity
.o
r.jp
/

s
a
iy
o
u
-s
ik
e
n
.h
tm

生
涯
学
習
活
動
指
導
者

傷
害
保
険
加
入
者

　
 

保
険
期
間
＝　

月
１
日
〜

１０

　

年
４
月
１
日 

区
内
に
活
動

１８の
拠
点
を
置
き
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
・
福
祉
・
ま
ち
づ
く
り
な

ど
生
涯
学
習
活
動
を
し
て
い
る

団
体
の
責
任
者
ま
た
は
指
導
者

で
、無
報
酬
の
方 

申
請
書（
社

会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
に
あ
り
ま

す
）
と
必
要
書
類
を
、
９
月　
２２

日
（
必
着
）
ま
で
に
社
会
教
育

ス
ポ
ー
ツ
課
管
理
係
（
区
役
所

東
棟
六
階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持

申

問

他
HP

時

対
申

参 

同
課 

保
険
料
は
区
が
負

担
し
ま
す

立
教
女
学
院
と
震
災
救

援
所
施
設
利
用
に
関
す

る
協
定
を
結
び
ま
し
た

　

区
は
、
学
校
法
人
立
教
女
学

院
の
管
理
す
る
施
設
の
一
部
に

つ
い
て
、
震
災
救
援
所
の
代
替

施
設
と
し
て
利
用
す
る
協
定

を
、
７
月　

日
�
に
締
結
し
ま

２０

し
た
。

　

震
災
救
援
所
の
代
替
施
設
と

は
、
区
立
の
小
中
学
校
が
震
災

救
援
所
と
し
て
使
用
で
き
な
い

場
合
や
避
難
者
が
収
容
し
き
れ

な
い
場
合
に
、
震
災
救
援
所
の

代
替
施
設
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
 

防
災
課
防
災
計
画
担
当

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
ご
案
内

◇
更
新
の
方

　

現
在
パ
ス
を
お
持
ち
の
方

は
、
８
月
の
下
旬
に
郵
送
で
更

新
の
ご
案
内
を
し
ま
す
の
で
、

詳
し
い
内
容
は
更
新
通
知
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
通

知
書
に
書
か
れ
た
所
定
の
日
時

に
臨
時
更
新
窓
口
で
、
９
月
８

日
�
〜　

日
�
ま
で
は
、
関
東

３０

バ
ス
の
営
業
所
・
案
内
所
で
も

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

◇
新
規
に
申
請
さ
れ
る
方

　
　

年
度
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス

１７
は
、　

月
１
日
か
ら　

年
９
月

１０

１８

　

日
ま
で
の
一
年
間
で
す
。　

３０

７０

歳
以
上
の
方
は　

月
１
日
か
ら

１０

申
請
で
き
ま
す
。

　

パ
ス
の
金
額
は
、　

年
度
の

１７

住
民
税
が
課
税
の
方
は
二
万
五

一
〇
円
、
非
課
税
の
方
は
一
〇

〇
〇
円
で
す
。

問

他

問

　

手
続
き
は
�
健
康
保
険
証
な

ど
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が

確
認
で
き
る
も
の
�
一
〇
〇
〇

円
の
パ
ス
に
該
当
す
る
方
は
住

民
税
非
課
税
証
明
書
を
お
持
ち

の
上
、
お
近
く
の
バ
ス
の
営
業

所
・
案
内
所
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

☆

　
 

東
京
バ
ス
協
会
�
５
３
０

８
‐
６
９
５
０
ま
た
は
バ
ス
会

社
の
営
業
所
・
案
内
所

ニ
ュ
ー
デ
イ
ズ
高
円
寺

駅
店
内
の
自
動
交
付
機

を
移
設
し
ま
す

　

住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録

証
明
書
・
税
証
明
書
（
最
新
年

度
分
の
み
）
を
交
付
し
て
い
る

自
動
交
付
機
を
、
９
月
１
日
�

か
ら
高
円
寺
会
館
（
高
円
寺
北

２
―
１
―
２
・
高
円
寺
北
保
育

園
二
階
）
に
移
設
し
ま
す
。
ま

た
、
移
設
工
事
の
た
め
８
月　
３０

日
�
・　

日
�
は
利
用
で
き
ま

３１

せ
ん
。

　

こ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ
高
円
寺
駅
改

良
工
事
に
と
も
な
い
、
駅
構
内

の
ニ
ュ
ー
デ
イ
ズ
（
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
）
が
８
月　

日
３０

〜　

年
３
月
下
旬
ま
で
閉
店
と

１８
な
る
た
め
で
す
。

　

駅
改
良
工
事
が
終
了
次
第
、

現
在
の
設
置
場
所
に
再
度
移
設

す
る
予
定
で
す
。

　
 

利
用
時
間
＝
午
前
９
時
〜

午
後
９
時 

区
民
課
証
明
係

�
弓
ケ
浜
ク
ラ
ブ 

予
約
受
付
電
話
番
号
が

変
わ
り
ま
し
た

　

南
伊
豆
に
あ
る
民
営
化
宿
泊

施
設
「
弓
ケ
浜
ク
ラ
ブ
」
の
予

約
受
付
の
電
話
番
号
が
、
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
�
０
１
２
０
‐
４

１
２
‐
２
２
４
に
変
わ
り
ま
し

問時

問

た
。
以
前
の
電
話
番
号
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
か
け
間

違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

予
約
受
付
時
間
、
料
金
な
ど

は
７
面
左
下
「
宿
泊
施
設
ガ
イ

ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

新
鮮
な
魚
介
類
の
お
料
理
と

ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
る
温
泉
で

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
施
設
改
修
工
事
の
た

め　

月
１
日
�
〜　

日
�
ま
で

１２

２０

休
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
 

区
民
生
活
部
管
理
課

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
―
原
付
バ
イ
ク
・

自
動
二
輪
・
軽
自
動
車
な
ど

を
お
持
ち
の
方
へ

　
　

年
度
軽
自
動
車
税
（
納
期

１７
限
５
月　

日
）
の
納
税
を
忘
れ

３１

て
い
ま
せ
ん
か
？
ま
だ
納
め
て

い
な
い
方
は
、
延
滞
金
が
加
算

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
至
急
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　
 

課
税
課
税
務
管
理
係
�
５

３
０
７
‐
０
６
２
９

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
受
け
入
れ
人
数

が
増
え
ま
す

　

家
庭
で
育
児
を
し
て
い
る
方

が
通
院
・
仕
事
・
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
ど
の
た
め
に
利
用
で
き

る
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
一
時
保
育
の
受
け
入
れ
人

数
が
９
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　
 

変
更
の
あ
る
子
育
て
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
＝
中
瀬
（
下
井

草
４
―　

―　

�
３
３
９
９
‐

２５

１０

６
４
４
７
）、
堀
ノ
内
東
（
堀
ノ

内
３
―　

―　

―　

�
３
３
１

４９

１９

１０１

５
‐
７
９
４
７
）、
阿
佐
谷
南

（
阿
佐
谷
南
３
―　

―　

�
３

１２

１２

問問内

３
９
８
‐
４
５
１
８
）
▽
利
用

定
員
＝
二
名
か
ら
三
名
に
変
更

▽
保
育
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
▽
保
育
料
＝
一
時
間
に

つ
き
五
〇
〇
円
、
昼
食
代
は
一

食
に
つ
き
二
〇
〇
円 

・ 

各

セ
ン
タ
ー
へ

杉
並
区
障
害
者
支
援
費 

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク

　

支
援
費
制
度
の
利
用
に
あ
た

り
、
事
業
者
を
選
ぶ
際
の
参
考

に
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、　
１７

年
度
版
を
作
成
し
、
居
宅
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
と
短
期
入

所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
の
受

給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
（　

歳
未
満
の
場
合
は
保
護

１８

者
）
に
お
送
り
し
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
 

障
害
者
施
策
課
支
援
費
調

整
担
当

国
民
健
康
保
険
の
納
付

書
を
送
付
し
ま
す

　

８
月　

日
�
に
、
９
月
分
〜

３０

　

月
分
の
納
付
書
を
お
送
り
し

１２ま
す
。
９
月
分
以
降
が
す
べ
て

納
付
で
き
る
「
一
括
納
付
書
」

も
一
緒
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
ご
利
用
の

方
と
、
す
で
に
９
月
分
以
降
納

付
済
み
の
方
に
は
、
納
付
書
は

お
送
り
し
ま
せ
ん
。

　
 

国
保
年
金
課
国
保
資
格
係

�
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か 

国
民
年
金
障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
中
、
ま
た
は

　

歳
前
も
し
く
は
日
本
に
住
ん

２０で
い
る　

歳
〜　

歳
未
満
の
間

６０

６５

に
初
診
日
の
あ
る
病
気
や
け
が

に
よ
っ
て
、
重
い
障
害
を
持
つ

こ
と
と
な
り
、
日
常
生
活
に
支

障
の
あ
る
方
が
、
障
害
の
程
度

申

問

問問

に
応
じ
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
 

年
金
額
＝
１
級
＝
九
九
万

三
一
〇
〇
円
、
２
級
＝
七
九
万

四
五
〇
〇
円
（
保
険
料
の
納
付

要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
） 

国

保
年
金
課
国
民
年
金
係

三
井
高
井
戸
計
画
の
地

区
計
画
（
原
案
）
な
ど

に
つ
い
て
の
説
明
会

　

区
と
し
て
三
井
高
井
戸
計
画

に
関
す
る
、
都
市
計
画
関
連
の

原
案
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
 

９
月
２
日
�
午
後
６
時　
３０

分
〜
８
時　

分 

高
井
戸
中
学

３０

校
（
高
井
戸
東
１
―　

―
１
）

２８

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

ま
ち

づ
く
り
推
進
課
地
区
計
画
係

�
放
射
第
５
号
線
事
業
推
進

の
た
め
の
検
討
協
議
会 

第
四
回
周
辺
ま
ち
づ
く
り

専
門
部
会
の
開
催

　
 

８
月　

日
�
午
後
６
時
〜

２６

８
時　

分 

久
我
山
会
館
（
久

３０

我
山
３
―　

―　

） 

当
日
、

２３

２０

直
接
会
場
へ 

ま
ち
づ
く
り
推

進
課
地
区
計
画
係 

車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

も
の
わ
す
れ
相
談

　

も
の
わ
す
れ
が
心
配
と
思
わ

れ
る
方
か
ら
、
家
族
の
認
知
症

症
状
へ
の
対
応
に
お
困
り
の
方

ま
で
、
幅
広
く
専
門
の
精
神
科

医
が
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
は
、
８
面
下
表

「
各
種
健
康
相
談
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
�

３
３
９
１
‐
０
０
１
５
、
高
井

戸
�
３
３
３
４
‐
４
３
０
４
、

高
円
寺
�
３
３
１
１
‐
０
１
１

６
、
上
井
草
�
３
３
９
４
‐
１

２
１
２
、
和
泉
�
３
３
１
３
‐

９
３
３
１
）

内

問

時

場

申

問

時

場

申

問

他

問

　
（福）
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１７（２００５）年�月��日（日曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

�
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

就
労
相
談

　

就
労
専
門
相
談
員
（
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
が
、
就
職

や
再
就
職
・
フ
リ
ー
タ
ー
か
ら

の
卒
業
な
ど
、
就
労
に
関
す
る

様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
 

毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
〜

時

５
時
（
午
後
１
時
、
２
時
、
３

時
、
４
時
の
各
時
間
帯
で
予
約

優
先
制
。
相
談
時
間
は
一
人
約

五
〇
分
） 

産
業
振
興
課
相
談

室
（
区
役
所
西
棟
一
〇
階
） 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

 

無
料
（
職
業
適
性
検
査
を
希

望
す
る
方
は
四
二
〇
円
の
実
費

負
担
あ
り
） 

・ 

産
業
振
興

場

対

費

申

問

課
産
業
・
就
労
支
援
担
当
へ

梅
里
こ
ど
も
ま
つ
り
の

延
期

　

広
報
す
ぎ
な
み
８
月　

日
号

１１

６
面
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
で
お

知
ら
せ
し
た
、
９
月　

日
�
開

１１

催
の
梅
里
こ
ど
も
ま
つ
り
は
、

当
日
に
衆
議
院
議
員
選
挙
が
執

行
さ
れ
る
た
め
、　

月
２
日
�

１０

に
延
期
し
ま
す
。
内
容
に
つ
い

て
は
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
 

阿
佐
谷
地
域
集
会
施
設
運

営
協
議
会
事
務
局
�
３
３
１
４

‐
７
２
１
５

問

要
な
心
構
え
と
安
全
衛
生
、
照

明
・
壁
・
ガ
ラ
ス
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
・

畳
・
水
周
り
な
ど
の
講
議
と
実

習 

区
内
在
住
で　

歳
以
上

６０

の
、
受
講
後
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
入
会
し
就
業
で
き
る

方 

若
干
名
（
選
考
） 

二
二

〇
〇
円 

ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入

例
参
照
）
に
生
年
月
日
も
書
い

て
、
９
月
２
日
（
必
着
）
ま
で

に
�
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
０
４
阿

１６６

佐
谷
南
１
―　

―
２
み
な
み
阿

１４

佐
ケ
谷
ビ
ル
六
階
）
へ 

同
セ

ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
２
２
１

７
対定

費

申

問

ど
多
く
の
薬
理
効
果
が
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
香
り

高
い
ラ
ベ
ン
ダ
ー
湯
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

　

小
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

大
人
の
方
に
は
先
着
一
〇
〇
名

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

　
 

８
月　

日
�
開
業
か
ら
終

２８

業
ま
で 

区
内
各
公
衆
浴
場 

当
日
、
直
接
各
公
衆
浴
場
へ 

都
公
衆
浴
場
組
合
支
部
・
石
原

�
３
３
３
４
‐
８
４
０
２
（
正

午
以
降
） 

h
ttp
://s
e
n
to
u

.jp★
�
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
就
業
支
援
講
習

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
 
　

月　

日
�
〜　

日
�

１０

１３

２８

（
一
〇
日
間
） 

東
京
し
ご
と

セ
ン
タ
ー
（
千
代
田
区
飯
田
橋

３
―　

―
３
） 

ハ
ウ
ス
ク
リ

１０

ー
ニ
ン
グ
事
業
へ
の
就
業
に
必

時

場

申問

HP

時

場内

付
督
励
、
保
険
料
の
収
納
業
務

な
ど
▽
勤
務
時
間
な
ど
＝
午
前

８
時
〜
午
後
９
時
の
間
（
個
別

に
定
め
る
）
の
一
日
八
時
間
以

内
で
、
土
・
日
曜
、
夜
間
（
午

後
５
時
〜
９
時
）
の
合
計
が
一

六
時
間
以
上
、
週
五
日
三
〇
時

間
▽
勤
務
地
＝
区
内
▽
給
与
＝

月
額
一
五
万
二
〇
〇
〇
円
（
賞

与
有
り
・
活
動
旅
費
支
給
・
社

会
保
険
加
入
）
▽
採
用
試
験
＝

９
月　

日
�
・　

日
�
▽
そ
の

１５

１６

他
＝
採
用
後
研
修
実
施 

区
内

在
住
で　

歳
ま
で
の
方 

・ 

６０

９
月
９
日
ま
で
に
電
話
で
、
東

京
社
会
保
険
事
務
局
年
金
部
年

金
調
整
課
国
民
年
金
一
係
・
大

野
ま
た
は
藤
井
�
５
３
２
２
‐

１
６
４
４
（
午
前　

時
〜
午
後

１０

４
時
）
へ

★
８
月　

日
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
湯

２８

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
リ
ラ
ッ
ク
ス

効
果
、
免
疫
活
性
化
の
効
果
な

対申

問

★
杉
並
清
掃
工
場
見
学
会
（
８

月
分
）

　

杉
並
清
掃
工
場
の
仕
事
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
個
人

見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
 

８
月　

日
�
午
後
１
時　

２７

３０

分
〜
３
時 

杉
並
清
掃
工
場

（
高
井
戸
東
３
―
７
―
６
） 

五
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

開
催
日
の
二
日
前
ま
で
に
、
東

京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組

合
総
務
課
文
書
広
報
係
�
６
２

３
８
‐
０
６
１
５
へ
（
先
着
順
）

★
国
民
年
金
推
進
員
（
非
常
勤

国
家
公
務
員
）
募
集

　
 

戸
別
訪
問
に
よ
る
国
民
年

金
制
度
の
周
知
、
保
険
料
の
納

時

場

定

費

申

問

内

�

杉
並
区
の
地
場
産
業
「
ア
ニ
メ
」。
数
多
く
の
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
で
、
ど
ん
な
人

た
ち
が
ど
ん
な
作
品
を
創
っ
て
き
た
の
か
…
。
ア
ニ
メ
業
界
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
、
そ
ん
な
杉
並
と
ア
ニ
メ
の
か
か
わ
り
を
描
き
ま
す
。

（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）

２１

文
�
金
春　

智
子

脚
本
家
／
阿
佐
谷
在
住

企
画
・
監
修
�
大
地　

丙
太
郎
（
ア
ニ
メ
監

督
／
阿
佐
谷
在
住
）、
題
字
�
佐
藤　

竜
雄

（
ア
ニ
メ
監
督
／
高
円
寺
在
住
）

イ
ラ
ス
ト
�
渡
辺　

は
じ
め

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
／
高
円
寺
在
住

と
教
え
て
下
さ
っ
た
。

　

こ
ん
な
ふ
う
に
、
初
期
の
東
京
ム
ー

ビ
ー
は
、
人
が
当
た
ら
な
い
と
い
う
よ

う
な
作
品
を
ア
ニ
メ
化
し
て
は
見
事
に

当
て
る
…
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て

い
た
の
だ
。
す
ご
い
な
と
思
う
の
は
、

そ
の
ど
れ
も
が
、
そ
の
後
ア
ニ
メ
の
ジ

ャ
ン
ル
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と

だ
。
日
常
ギ
ャ
グ
ア
ニ
メ
、
ス
ポ
根
こ

と
ス
ポ
ー
ツ
根
性
ア
ニ
メ
、
世
界
名
作

ア
ニ
メ
、
少
女
ア
ニ
メ
…
…
。

　

ど
う
や
ら
当
時
の
東
京
ム
ー
ビ
ー
の

企
画
は
、
他
社
の
半
歩
先
を
行
っ
て
い

た
よ
う
だ
。
中
に
は
「
泥
棒
の
ア
ニ
メ

な
ん
か
当
た
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た
言

葉
通
り
、
低
視
聴
率
の
ま
ま
放
映
が
打

ち
切
り
に
な
っ
た
「
ル
パ
ン
三
世
」
の

よ
う
な
例
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
後
再

放
送
で
人
気
が
出
て
、
今
な
お
新
作
が

作
り
続
け
ら
れ
る
ほ
ど
の
超
大
ヒ
ッ
ト

作
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
ご

存
知
の
通
り
だ
。
た
ぶ
ん
「
ル
パ
ン
三

世
」
の
場
合
、
半
歩
で
は
な
く
一
歩
以

上
、
時
代
の
先
を
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ

う
。

　

も
ち
ろ
ん
企
画
だ
け
優
れ
て
い
て

も
、
よ
い
ア
ニ
メ
は
作
れ
な
い
。
そ
の

企
画
を 
活 
か
せ
る
だ
け
の
セ
ン
ス
と
腕

い

の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
だ
。
東
京
ム

ー
ビ
ー
に
は
、
す
ば
ら
し
い
企
画
力
と

優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
の
、
両
方
が 
揃 
っ
て

そ
ろ

い
た
。
次
回
は
、そ
の
あ
た
り
の
話
を
、

少
し
具
体
的
に
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。

（
注
）「
ム
ー
ミ
ン
」
は
途
中
か
ら
制
作

が
虫
プ
ロ
に
移
っ
て
い
ま
す
。

マ
ン
ガ
誌
に
連
載
し
て
い
た
、
百
パ
ー

セ
ン
ト
少
女
マ
ン
ガ
と
言
え
る
作
品
の

ア
ニ
メ
化
は
、「
ア
タ
ッ
ク
Ｎ
Ｏ
�１
」が

初
め
て
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
作
品
に
も
や
は
り
、
初
め
て
な

ら
で
は
の
苦
労
が
あ
っ
た
。
脚
本
家
の

辻
真
先
さ
ん
が
、「『
あ
の
大
き
な
目
の

中
の
た
く
さ
ん
の
星
を
全
部
描
く
の

は
、
ア
ニ
メ
で
は
つ
ら
い
け
れ
ど
、
ど

う
し
よ
う
』
と
か
、『
あ
ん
な
大
き
な
目

と 
睫  
毛 
な
ん
だ
か
ら
、 
瞬 
き
を
す
る
時

ま
つ 

げ 

ま
ば
た

に
パ
チ
ッ
と
効
果
音
を
入
れ
た
ら
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
』
と
か
、
今
か
ら
す
れ

ば
笑
い
話
に
し
か
聞
こ
え
な
い
こ
と

を
、
真
剣
に
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
」

　

「
オ
バ
ケ
の
マ
ン
ガ
な
ん
か
ア
ニ
メ

に
し
て
も
当
た
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た

「
オ
バ
ケ
の
Ｑ
太
郎
」、「
大
人
向
け
の

連
続
も
の
な
ん
か
、
当
た
る
わ
け
が
な

い
」
と
言
わ
れ
、
最
初
に
企
画
を
持
ち

込
ん
だ
テ
レ
ビ
局
か
ら
も
断
ら
れ
た

「
巨
人
の
星
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
大
ヒ
ッ

ト
さ
せ
た
東
京
ム
ー
ビ
ー
は
、
そ
の
後

も
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
作
り
に
挑

戦
し
続
け
た
。

　
「
ム
ー
ミ
ン
」（
注
）
は
初
め
て
海
外

の
児
童
文
学
を
原
作
に
し
た
ア
ニ
メ
、

「
ア
タ
ッ
ク
Ｎ
Ｏ
�
１
」
は
少
女
マ
ン

ガ
初
の
ア
ニ
メ
化
作
品
だ
っ
た
。

　

東
映
動
画
の
「
魔
法
使
い
サ
リ
ー
」

や
「
ひ
み
つ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
の
方

が
先
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
サ
リ
ー
ち
ゃ
ん
も
ア
ッ
コ

ち
ゃ
ん
も
、
少
女
と
い
う
よ
り
は
女
児

向
け
の
ア
ニ
メ
だ
し
、
ど
ち
ら
も
原
作

者
が
男
性
だ
。
女
性
マ
ン
ガ
家
が
少
女

●　●　●　宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド宿泊施設ガイド　●　●　●
民営化施設（民間事業者が経営しています。予約、問い合わせは各申込先へ）　

弓ケ浜クラブ
（静岡県賀茂郡
南伊豆町湊字
新田谷戸７８１）

富士学園
（山梨県南都留郡忍
野村忍草２９９７）

ホテル・
コニファーいわびつ
（群馬県吾妻郡吾妻町
大字原町字岩櫃４３９９）

湯の里「杉菜（すぎ
な）」（神奈川県足柄下
郡湯河原町宮上２７９）

施設名
（住所）

０１２０‐４１２‐２２４
（午前１０時～午後５
時、年中無休）

０１２０‐８４４‐８９１
３２６３‐１５９０

（午前１０時～午後６時、
土・日曜・祝日を除く）

０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後８時、

年中無休）

０１２０‐４６５‐００２
０４６５‐６２‐４８０５

（午前９時～午後８時、
年中無休）

電話番号
（受付時間）
申
込
先

３２６３‐５３９２０２７９‐６８‐５４１７ファクス

区民・一般区民・一般区民・一般一般区民料金区分

７３５０円
６７２０円

７９８０円～８４００円７９８０円大　人平
日

宿
泊
料
金
（
消
費
税
込
み
）

６３００円～５９８５円５５６５円子ども

７３５０円
９０３０円～９４５０円９０３０円大　人休

前
日 ７３５０円～７０３５円６６１５円子ども

８月３１日までは
８２９５円

８月３１日までは
８４００円

８月３０日までは
休前日料金

１２歳以上１３０円中学生以上１５０円１２歳以上１５０円入湯税
利用人数により、宿泊料金が変わる場合もあります。上記宿泊料金（消費税込み）に対して、
区民（区内在住者）の方には２０００円（６５歳以上または障害者には３０００円）の宿泊補助が適用さ
れます。利用日の１週間前からの変更、取消はキャンセル料がかかる場合があります。

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日

（注）１．区の宿泊補助の適用を受けるためには、運転免許証・杉並区民証・健康保険証・障害者
手帳など区内在住の証明になるもの（コピー可）を現地施設で提示のうえ、書類に記入して
ください（お持ちにならない時は宿泊補助は適用されません。また、払い戻しはしません）。
２．富士学園は小学生以上に、弓ケ浜クラブは５歳以上に宿泊料金が適用されます。３．宿泊
の予約は、申込先に直接ご連絡ください。ファクスは予約可否の返信をします。近畿日本ツ
ーリスト区役所内店では宿泊予約は受け付けません。４．季節により宿泊料金が上記と異なる
日があります。詳細は申込先にお問い合わせください（富士学園・弓ケ浜クラブは、学校優
先使用のためご利用いただけない日もあります）。５．各施設のパンフレットは区役所、区民
事務所・分室、駅前事務所、地域区民センター、区民集会所にあります。

直営施設

休館日申　  込　  方　  法料　金施　　　設

９月５日～９日
※１０月は
 なし

１０月の利用申し込み＝研修使用日以外は、
９月１２日から使用日の前日まで、電話また
は窓口で受け付けます。なお、９月１２日は
電話のみの受け付け（先着順）となります。
予約の取れた方には、使用承認書をお送り
します。この承認書は忘れずに現地施設に
ご持参ください。利用料金などは現地施設
でお支払いください。

１泊２食
大　人４４００円
子ども２７００円

教職員研修所「秋川
荘」
（あきる野市五日市）
�０４２‐５９６‐０６９３
※予約は、下記近畿日
本ツーリスト区役
所内営業所まで

秋川荘予約・問い合わせ先＝近畿日本ツーリスト区役所内営業所（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐
１５‐１）�３３１２‐６４３１（直通）へ（午前８時３０分～午後５時。土曜・日曜、祝日は除く）。

８
月　

日
１１

付
広
報
６

面
表
中
、
荻
窪
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー
「
や
さ
し
い
環
境
学
習
」

の
講
師
は
、「
村
杉
幸
子
」
の
誤

り
で
し
た
。

訂
正
と
お
わ
び
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◆９月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）

�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

８・２２日
午前９時～１０時３０分

６・２０日
午前９時～１０時３０分

６・２０日
午前９時～１０時３０分

１５・２９日
午前９時～１０時３０分

１６・３０日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

２６日午前９時３０分～
１０時３０分

２８日
午前９時～１０時

２２日午前９時３０分～
１０時１５分

２日
午後１時１５分～３時

１日午前９時１５分～
１０時３０分

子育てに関する相談
（計測）・子育て交流

６・１３・２０・２７日２・９・１６・３０日７・１４・２１・２８日７・１４・２１・２８日
母親学級…母子健康手
帳を持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（荻窪保健センターの１４日は午後１時～、２１日は午後１時１５分～、２８日は午前９時３０分～、

高井戸保健センターの１４日は午後１時～、高円寺保健センターの９日は午後１時～、３０日は午前９時３０分～）
１０日（事前申込制）１６日（事前申込制）２１日（事前申込制）２１日（事前申込制）

パパ・ママ学級
午後１時３０分～４時（荻窪保健センターは午後１時１５分から）

１５日
午後１時３０分～３時

２２日
午前１０時３０分～正午

３０日
午後１時３０分～３時３０分

１５日
午前１０時３０分～正午

７日
午前１０時～正午

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１２日午後１時１５分～２
時３０分、１３・２６日午
前９時～１０時３０分

１４日午後１時１５分～２
時３０分、８・２８日午
前９時～１０時３０分

１・８日午後１時１５分～２
時３０分、２０・２７日午前
９時～１０時３０分

２・１６日午後１時１５分～
２時３０分、５・２６日午前
９時～１０時３０分

１５・２９日午後１時１５分
～２時３０分、１６・３０日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

１０日�午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、�３３９３‐０３９１へ歯の健康相談（無料）

１５日午後１時３０分～１日午後１時３０分～１６日午後１時３０分～１４日午後１時３０分～７・８日午後１時３０分～ものわすれ相談（無料）
…電話予約

１日
午後１時３０分～

２７日
午前９時３０分～１１時

２日午前９時～、
２２日午後１時３０分～

１・２２日
午後１時３０分～１４・１５日午後１時３０分～精神保健相談（無料）…

電話予約 和泉保健センターでは、児童・思春期精神保健相談も行います。
※杉並区に転入した方の中で、妊婦・乳幼児健診受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所１階保健福祉相談窓口へ。

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５１万６０９８人（１９２減）
　男　／２４万９６２６人（２増）
　女　／２６万６４７２人（１９４減）
世帯／２８万０１４７　（１９８減）

外
国
人
登
録

人口／１万０７９１人（１増）
　男　／　　５３２９人（ー）
　女　／　　５４６２人（１増）
世帯／　　８７７３　（ー）

１７年８月１日現在、（　）は前月比
総人口／５２万６８８９人（１９１減）

� ���������������������������������������������������������������������������������������

締切申し込み・問い合わせ費用内　　　　　容日　　　時講座名（定員）

９月
３日

 ・ ハガキ・ファクス・Eメール（３面記入例参照）
または電話で、ＮＰＯ法人介護者サポートネットワー
クセンター・アラジン（〒１６７‐００５１荻窪５‐２８‐１６‐
３階�３４０８‐０４６８�５７７５‐０１５２�arajin2001@minos. 
ocn.ne.jp）へ（先着順）

申 問

２０００円

介護者を取り巻く現状・心理、家族会の役割
などを学習後、サポーターとして地域づくり
に関（かか）わっていきます。介護体験を生か
したい方、介護に関心のある方を募集します。

９月１０日・２４日、１０月８日・
２２日、１１月５日・１９日の午後
１時３０分～４時３０分（いずれ
も�・計６回／９月２４日・１０
月２２日は３時３０分まで）

�介護者サポータ
ー養成講座～介護
者を応援する地域
づくりをめざして
 （３０）

９月
９日

 ・ ハガキ・ファクスまたはＥメール（３面記入例
参照）で、�日本建築家協会（ＪＩＡ）杉並地域会
（〒１６６‐０００４阿佐谷南３‐３１‐１４モリタビル�６階ベ
ル建築研究所内ＪＩＡ杉並地域会事務局・坂野�３２２０‐
５１００�３２２０‐５５９３�sakano@bellken.co.jp）へ（抽選）

申 問
１０００円
※親子
は１組
１０００円

エアコンなどに頼らない、夏涼しく冬暖かい
学習環境づくりを、見学・実習を交え学びま
す。学校だけでなく街や家庭でも役立ちます。
（親子参加可／小学生以上）

１０月１５日・２９日、１１月５日・
１９日・２６日の午後１時３０分～
４時３０分（いずれも�・計５
回／１１月１９日はバス見学＝午
前９時３０分～午後４時３０分）

�学校から広げよ
う�地域の環境づ
くり講座～子ども
の元気から地域の
元気へ�　　（４０）

９月
９日

 往復ハガキ・ファクスまたはＥメール（３面記入例
参照）で、ＮＰＯ法人グループあいびー（〒１６８‐００６３
和泉４‐１６‐１６�３３２５‐９１１７�groupibe@yahoo.co.jp）
へ（抽選） 同団体・山崎�０９０‐５５０５‐７８５７

申

問

１５００円

てぬぐいを用いた体操で、日常生活動作能力
の低下を予防します。対象や目的に合わせた
体操の指導に興味がある運動指導経験者、介
護職の方が対象です。

１０月１５日・２９日、１１月１２日・
２６日、１２月３日の午前１０時～
正午（いずれも�・計５回）

�てぬぐい体操指
導者養成講座
 （２０）

９月
９日

 ・ 電話またはファクス（３面記入例参照）で、福
祉有償運送団体連絡会事務局・�友愛の灯協会・黒澤
または松田�３３１２‐８８８９�３３１２‐８９７９へ（抽選）

申 問

２５００円

自力での移動が困難な方々のための運転協力
員を養成します。受講後は希望の団体に登録
して活動できます（応募資格＝普通自動車免
許以上の免許を有する２６歳以上で、過去３年
以内に重大な事故、違反をしていない方）。

９月１８日�、１０月２日�・９
日�の原則午前１０時～午後４
時３０分（計３回）

�福祉車両の運転
ボランティアにな
ろう！ （３０）

９月
９日

 往復ハガキまたはＥメール（３面記入例参照）で、
杉並冒険遊びの会（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐４７‐１７‐
４階杉並ＮＰＯ・ボランティア活動推進センターメー
ルボックスNo．５�asobiba@orange.livedoor.com）へ
(抽選) 同団体・吉田�０９０‐４４１３‐１２３５

申

問

１５００円
実際に企画づくり作業や現場を体感しなが
ら、子どもの気持ちに寄り添い、自由な発想
を引き出す勘と技を磨きます。

９月３０日�、１０月１６日�、１１
月４日�・２５日�、１２月９日�
の午後７時３０分～９時３０分
（計５回／１０月１６日は午前１０
時～午後４時。１１月５日～２４
日のうち１～３日程度実習）

�心つなぎの勘と
ワザ～子どもと大
人をつなぐファシ
リテーター養成講
座 （２５）

１０月
３日

 ファクスまたはＥメール（３面記入例参照）に応募
動機も書いて、ＮＰＯ法人すぎなみ環境ネットワーク
�５３４７‐２２９９�info@ecosuginet.jpへ（選考） 同団
体�５３４７‐２２５５

申

問
４００円

エココロはエコ（環境）とココロ（心）を合
わせた言葉。自然や生き物とのふれあいを通
して、子どもが楽しく環境活動に取り組める
ようにプログラムを企画・運営できる若いサ
ポーターを養成します。

１０月２３日�・２９日�・３０日�、
１１月１３日�・２０日�の原則午
前１０時～午後４時・計５回／
１０月３０日は実習・午前９時～
正午

�子どもの“エコ
コロ”咲かせよう
�環境活動サポー
ター養成講座（２０）

１０月
７日

 往復ハガキまたはＥメール（３面記入例参照）で、
ＮＰＯ法人図書館サービスフロンティア（〒１６８‐００６３
和泉３‐１７‐１５東島方�higashima@nifty.com）へ
（抽選） 同団体・東島（ひがしま）�３３２５‐７２５４
（留守番電話）へ

申

問

２０００円
※公開
講座は
無料

「読み聞かせ」は大人と子どものコミュニケ
ーションです。男声が子どもたちの言葉と情
緒を育てることを理論的に学びながら、「読み
聞かせ」を楽しむ講座です。谷川俊太郎さん
の公開講座もあります。（公開講座については
お問い合わせください）

１０月１５日�※・１６日�・２２日
�・２３日�※・３０日�、１１月
５日�・６日�※・１２日�の
午後１時～３時（計８回）／
※印は公開講座。公開講座の
みの受講も可能です。

�パパ　グランパ
絵本を読んで！～
読み聞かせボラン
ティア養成講座
 （３０）

９月
２０日

 ハガキ・ファクスまたはＥメール（３面記入例参照）
に応募動機（経験年数、活動場所など）も書いて、ＮＰＯ
法人プランニング∞遊（〒１６７‐００５１荻窪５‐１６‐７‐
１０３�６７６２‐８７９０�planning-yu01@jcom.home.ne.jp）
へ（抽選） 同団体�０９０‐９８４７‐０６６７

申

問

１５００円

現在活躍中の方、これから始めたい方など、
知識や技術を身につけて活動を充実させませ
んか。子どもの読書活動推進に興味のある方
を募集します。

１０月２８日～１２月１６日の毎週金
曜日（１１月１８日を除く）午前
１０時～正午（計７回）

�小学校での子ど
もと本をつなぐ図
書ボランティア実
践講座 （４０）

９月
２６日

 往復ハガキ（３面記入例参照）で、杉並区社会福祉
協議会（〒１６７‐００５１荻窪５‐１５‐１３あんさんぶる荻窪
５階あんしんサポート係）へ（抽選） 同協議会�５３４７
‐１０２０

申

問
無料

高齢者を取り巻く権利侵害も多い昨今、現状
を見据え、それらを護（まも）る制度を学び、
さらに地域でできる活動を模索しましょう。

１０月５日�・１２日�・１８日�・
２６日�の午後２時～４時（計
４回）

�地域で支える老
後の生活～成年後
見制度と地域福祉
権利擁護事業を学
ぼう※区共催（４０）

（注）１．主な会場は、�・�・�・�＝セシオン杉並（梅里１‐２２‐３２）、�・�・�・�・�＝あんさんぶる荻窪（荻窪５‐１５‐１３）。２．交通費は自己負担。３．応募人数が一定の
人数に達しない場合は講座を中止することもあります。４．託児（１歳～）、要約筆記あり。希望者は申し込む前に社会教育センターへご相談ください。

　社会や地域を良くしたいと願う皆さんの気持ちを、具体的な活動につ
なげることを支援する学習の場です。区民参画の車座委員会（社会教育
事業推進委員会）の意見を踏まえ、行政の各部署が抱えている課題や、
地域で活動する方々が現場で感じている課題を取り上げるとともに、Ｎ
ＰＯなどに講座の企画運営を委託するなどして、区民の皆さんの視点に

立った講座づくりを進めています。
　 ・ ・ ・ 下表のとおり 区内在住・在勤・在学で全回出席で
きる方 ・ 下表のとおり。カレッジ全般の問い合わせは、社会教育セ
ンター�３３１７‐６６２１�shakyo-c@city.suginami.lg.jpへ 内容の詳細は、
区ホームページでご覧になれます

時 場 内 定 対

申 問

他
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